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Ａ.研究背景および目的 

遺体安置においては，遺体安置室に冷蔵機能

がない場合には，棺内にドライアイスを入れて

ご遺体を冷却することが多い。ドライアイスは，

固体二酸化炭素の商品名であるが，常圧環境下

においては液体とならず，気体に昇華する。よっ

て，空間内の二酸化炭素濃度を上昇させること

となる。一般的な建築空間においてはある程度

換気が行われているため，中毒を起こすほどの

高濃度となることは稀であるが，葬儀の現場で

棺の中に顔を入れて二酸化炭素中毒による死亡

事例が報告されており，消費者庁では注意を呼

びかけていた 1)。 二酸化炭素の健康影響につい

ては，ヒトが吸入する二酸化炭素の上昇に伴い，

血中 pHが低下し，ヘモグロビンからの酸素が離

れやすくなるため，吸入する二酸化炭素濃度が

10,000 ppm を超えるとその上昇に伴って，呼吸

数の増加，頭痛，錯乱，記憶喪失，呼吸困難等の

リスクが高くなる。また，低濃度の二酸化炭素に

よるヒトの健康影響についても，二酸化炭素の

室内外濃度差 450 ppm 以上または室内濃度 850 

ppm 以上ではシックビルディング症候群が増加

するとしている。ただし，低濃度領域における二

酸化炭素濃度とシックビル症候群の症状につい

ては，他の室内汚染物質の濃度上昇が関与して

いる可能性もあるため，二酸化炭素の直接的な

因果関係ではない可能性はある 2)。 

本報告では，二酸化炭素と浮遊粉じんの健康

影響に関する文献調査，葬儀場の安置所及び式

場における二酸化炭素とPM2.5濃度の実態調査を

行った結果について報告する。 

 

Ｂ.研究方法 

B.1 二酸化炭素と浮遊粉じんの健康影響 

 安置所においてはドライアイスの利用による

二酸化炭素の発生，式場で線香の利用による浮

遊粉じんの上昇が想定されるため，これらの物

質による健康影響について，文献調査を行った。 

 

B.2 安置所における実態調査 

 本調査において，表 1 に示す 5 件の葬儀場に

おける安置所及び式場において，二酸化炭素濃

度および PM2.5 濃度の測定を行った。いずれも，

ドライアイスが使用され，線香の利用も想定さ
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れるため，粉じん濃度の上昇も想定される。 

 二酸化炭素濃度，PM2.5 濃度の測定には，表 2

に示す PM2.5･CO2 モニター測定器（SIBATA 製，

PCX-1）を用いた。各測定場所に床上または机上

に設置して，2 週間以上の計測を行った。PM2.5濃

度については，この測定器の係数値を 1.3 とした。 

 

表 1 安置所における実態調査の概要 

 

 

表 2 測定器の測定範囲 

測定項目 測定範囲 

粉じん 10～600 µg/m3 

検出粒子 0.3 µｍ以上 

二酸化炭素 60～4,000ppm 

温度 -10～60 ℃ 

相対温度 10～95 ％rh 

 

Ｃ.研究結果 

C.1 二酸化炭素と浮遊粉じんの健康影響 

 幾つの研究は，CO2濃度が高くになる場合，人

は低酸素欠乏症ではなく，二酸化炭素中毒で死

亡する恐れがあることを指摘していた 3)。高濃度

の CO2 条件下で低酸素状態となると CO 中毒を

増強することを示唆している 4)。 

高濃度の二酸化炭素による二酸化炭素中毒に

注意すべき一方で，低濃度下で二酸化炭素の濃度

が人の健康・生産性に及ぼす影響にも注意する必

要がある。CO2低濃度条件下（5000 ppm以下）の

健康指標に与えた影響に関しては，心拍数，頭痛，

目の刺激や上気道症状，喉の乾燥、疲労感、めま

いなどの症状が CO2 濃度に関連していることを

示唆している 5)。また，CO2濃度が有意に生産性

に関連を示す研究 6,7)があり，生産性に影響を与

えないことを示す研究 8,9)もあるため，一定の結

論は得られてはいないため，今後も検討が必要で

ある。 

 線香から発生する汚染物質は，粒子状物質のほ

か，ガス汚染物質となる CO，CO2，NOx，CH4，

ホルムアルデヒド，アセトアルデヒド，メチルク

ロライド，ベンゼン，トルエンなどがある。粒子

状物質については，PM2.5が平均で 197 mg/h で排

出されたこと 10)，また寺院による実測により平均 

PM2.5/PM10 比は約 82% であったことから微小

粒子が大部分を占めていた 11)。 

 

C.2 安置所における実態調査 

 各測定場所における測定期間における CO2 濃

度の概要を表 3 に示す。今回使用した測定器は，

測定範囲が 4000 ppmまでであるが，測定値とし

ては 9999 ppmまでは表示させるが，今回はそれ

以上の濃度となっている。平均値としても，1000 

ppmを超過する箇所が複数存在すること，建物 E

の地下安置所においては，平均濃度としても，

5000 ppmを超過していた。 

 

表 3 二酸化炭素濃度の結果概要（単位：ppm） 

 

 

 図 1 に，各測定箇所における CO2 濃度の経時

変化を示す。式場に使用されるA, B_1, C_1, C_2, 

E_1 の空間においては，1000 ppm を超過する時

間帯があるものの，低い濃度で推移していた。こ
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れは人からの発生とともに，葬儀の時に設置され

る棺のドライアイスが発生源となっていると考

えられる。一方，安置所となっている B_2，E_2

においては，高濃度となっている時間帯が長く，

常時ドライアイスの発生が原因である。施設Eに

ついては，棺が設置される時間帯のみ，高濃度と

なっているものである。 
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E_2 

図 1 二酸化炭素濃度の経時変化 

 

各測定場所における PM2.5濃度の概要を表 4 に

示す。各施設平均濃度は 10 µg/m3以下であり，通

常の室内環境と相違はないが，最大値が 400 

µg/m3を超過するところも確認できた。特に線香

を使用する空間で高い値となっており，一方線香

を使用しない安置所については低い濃度の傾向

であった。 

 

表 4 PM2.5濃度の結果概要（単位：µg/m3） 

 

 

図 2 に，各測定箇所における PM2.5濃度の経時

変化を示す。常時濃度の高い施設は見られず，線

香を使用したタイミングで濃度が短時間，高濃度

となっている。よって，PM2.5濃度の発生源は，線

香にとなっており，使用時に一時的に高濃度にな

っているものである。 
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C_2 
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図 2 PM2.5濃度の経時変化 

 

Ｄ.考察 

葬儀場において実態調査を行った結果，CO2濃

度については，式場においては使用時において

1000 ppm を超過することがあるものの，比較的

濃度の低い状態であったが，安置所として使用

される空間においては，常時高い濃度となって

おり，平均濃度して 5000 ppm を超過している安

置所もあった。これはドライアイスの入った棺

から漏出したものが要因であるが，棺が複数設

置されていたこと，室内の換気状態によって室

内の CO2 濃度をここまで高くすることが判明し

たため，使用状況によっては換気に注意する必

要がある。 

PM2.5濃度については，平均濃度として10 µg/m3

以下であるが，線香を使用した時間帯においては

極端に高濃度になる時間帯があった。線香の使用

も考慮して，ある程度の換気は必要であると考え

られる。 

 

Ｅ.結論 

 本報告では，葬儀施設において CO2 濃度と

PM2.5 濃度の実測調査を行い，式場などについて

は，人の滞在，棺の設置により短時間に 1000 ppm

を超過する時間帯があった。これはドライアイス

の入った棺から漏出したものが要因であるが，

棺の数，室内の換気状態によって室内の CO2 濃

度をここまで高くするため，使用状況によって

は換気に注意する必要がある。PM2.5 濃度につい

ては，平均濃度として 10 µg/m3以下であるが，線

香を使用した時間帯においては高濃度になる時

間帯があった。線香の使用を想定して，ある程度

の換気は必要であると考えられる。 
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